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環　　境　　方　　針
当社は、地球環境並びに地域社会との調和を保ち

かつ関連する法規制等を遵守し事業を展開していく。

１．培った技術を推進し温室効果ガスの排出の
低減を目指す。

２．取引先様や製品使用者様と協力し有害物質の使用の
削減を目指す。

３．業務全般において環境負荷の低減を目指す。

上記のために環境活動計画を定め、環境方針と共に全社員
　へ周知し、継続的な改善を図り結果を社内外に公表する。

２０２１年　５月 １３日
株式会社　折橋製作所
代表取締役社長
2022年　3月23日見直し済



２.事業活動の概要及び認証登録範囲
１．事業所名および代表者

　　株式会社　折橋製作所

　　代表取締役社長　折橋順治

２．所在地

　　本社 〒135-0024　東京都江東区清澄2-15-7

TEL. 03-55639-1595（代） FAX. 03-5639-1596

＊登記上の本店は「東京都大田区蒲田5-2-6」ですが、本社機能のすべては

　　「東京都江東区清澄2-15-7」に置いております。

   (株）キヨスミ　　　　　住所は本社と同じ

　　諸川工場 〒306-0126　茨城県古河市諸川973

TEL. 0280-76-0711（代） FAX. 0280-76-0979

３．環境関係の責任者・連絡先

　　管理責任者 諸川工場　素材課長　土信田孝

　　連絡先 同上

TEL. 0280-76-0711 FAX. 0280-76-0979

E-mail　doshida.t@bushing.co.jp

４．事業内容の概要

　　自動車、建設車両等に使用される滑り軸受の製造販売

　　鉄道車両ブレーキ用補強板の製造販売

５．事業の規模

　　従業員数 本社・キヨスミ　９名

諸川工場　73名

　　売上高（製品重量）　560ton/２０20年度

　　敷地面積 本社　４１８m2

諸川工場　21,070m2

　　床面積 本社　３３７m2

諸川工場　8,783m2

６．認証登録範囲

　　全社、全事業内容とする。

　　＊（株）キヨスミは当社の子会社であり、当社製品の販売を行っています。そのため、（株）折橋製作所

　　　　と（株）キヨスミとは「複数法人による一括した認証・登録」をしております。

-２ -



３.会社履歴の概略

　　１９３８年　創業

　　１９５１年　鋳造製滑り軸受の生産を開始

　　１９５５年　諸川工場開設

　　１９５８年　生産部門を諸川工場に集中

　　１９６２年　諸川工場を拡大、焼結合板滑り軸受の生産を開始

　　１９６５年　諸川工場内にプレス工場、仕上工場増設

　　１９６８年　諸川工場内に素材工場、中央棟増設

　　１９７９年　関宿商品管理配送センター開設

　　１９８０年　諸川工場内に研究所開設

　　１９８８年　小高工場開設、小型滑り軸受を生産

　　１９９８年　（株）キヨスミとして市販品販売開始

　　２０００年　アルミ横ずれ防止リングの生産を開始

　　２００３年　ＩＳＯ９００１：２０００認証取得

　　２００６年　ＩＳＯ９００１：２０００認証更新取得

　　２００９年　ＥＡ２１認証登録

　　２００９年　ＩＳＯ９００１：２００８認証変更・更新取得

　　２００９年　本社仮移転（大田区南六郷）

　　２０１０年　小高工場閉鎖（委託外注加工先に変更）

　　２０１０年　本社移転（江東区清澄）

　　２０１１年　ＥＡ２１認証更新、アルミ横ずれ防止リングの生産終了

　　２０12年　ＩＳＯ９００１：２００８認証変更・更新取得

　　２０１3年　ＥＡ２１認証更新
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全社員は環境方針・目標に沿った行動により、達成に向けた努力を継続する。



2010年度実績
2021年度

(単年度目標）
3年後

（中期目標）

基準 - 5.3%

2.08 2.00 1.84

2,918 2,575 2,523

207 197 設定しない

34 16.3 設定しない

12.3 7.1 設定しない

基準 47% 50%

　１）紙類 2.2 0.00 0.25

　２）ウエス等可燃ゴミ 6.2 4.0 3.9

産廃 　３）木屑・廃ﾌﾟﾗ 7.8 2.6 2.5

基準 20% 25%

2,384 4,400 4,000

基準 33.6% 35.0%

2.08 1.38 1.35

計画立案 推進する

目標設定なし 推進する 徹底

7.8

５.環境経営目標

　2010年度実績を基準として2021年度以降の環境目標を次のように策定。

全社（本社・ｷﾖｽﾐ・諸川工場）

再生利用資源量

　基準に対する低減率

　生産量当たり　(ton-CO2/ton)

単　　位項　　目

１．　二酸化炭素排出量

　基準に対する低減率

　1）　購入電力量 　生産量当たり　(kwh/ton)

　2）　重油使用量 　製粉当たり　(L/ton)

　3）　灯油使用量

　４）ガソリン・軽油使用量

２．廃棄物排出量 　基準に対する低減率

適合商品の購入品目数

  総量　(ton/年)

　年間使用量　KL/年

7．化学物質 鉛使用量把握（トン/年） *使用量把握

　くみ上げ総量　(㎥/年)

　基準に対する低減率

　総量　(原材料ton/製品ton)

５．不要物の廃棄と植樹を進める

*使用量把握

６．ｸﾞﾘｰﾝ購入

－５－

一般

３．総排水量

４．総物質投入量

　総量　(ton/年)

8.製品及びサービスに関する項目 弊社の製品は顧客の要求事項に基づいた仕様で作られるため目標の設定ができません。

*　再生利用資源量は総生産量に左右されるので目標値を設定することができません。



No. 項　　目 目標値 改　善　活　動　の　内　容

1 　二酸化炭素 　基準年度比 　１） 電気炉の効率的利用による電力使用量削減

　排出量 　ほぼ維持(原単位） 　２） 溶解炉の日当たり溶解回数の計画的増加による、予熱燃焼

　　　時間の短縮効果による重油使用量の削減。

　３） エアコンの夏季設定温度２８℃設定および照明の不在時、昼休

　　　み消灯による電力使用量の削減。

　４） エコドライブの励行による化石エネルギー使用量の削減。

　５） フォークリフト等の効率的運用による、化石エネルギー使用量

　　　の削減。

2 　廃棄物排出量 　基準年度比 　１） コピー紙裏面使用により、購入コピー紙削減効果によるの排出

　47％削減 　　　紙類の削減。

　２） 排出ゴミの分別および排出部門明記による排出ゴミの削減。

　３） 原材料、購入部品の木枠等の購入先業者持ち帰りによる木くず

　　　等の排出量の削減。

3 　総排水量 　基準年度比 　１） エアコンクーリングタワー用水　漏水改善

　20％削減 　２） トイレ水洗タンクに節水ポット投入による水使用量の削減。

4 　総物質投入量 　基準年度比 　１） 不良率低減による原材料使用量の削減。

　33.6％削減 　２） 社内e-mail連絡によるコピー紙の使用量削減。

　３） コピー紙裏面使用によるコピー紙の使用量削減。

　４） コピー紙Ａ版サイズ統一によるコピー紙購入種類の削減。

5 緑地面積 予定地確保 　１）不用品等を撤去し植樹する計画を作る

6 グリーン購入 品目把握 　１）グリーン購入品目数を把握する。

7 　１）鉛の使用量を明確にする。

8

６.2021年度の主要な環境経営計画内容（引継ぎ2022年度も実施予定）

- ６ -

化学物質の使用量を適正に管理する

製品及びサービスに関する項目 製品に含まれる鉛を除く有害化学物質の購入及び使用を排除する。



７.環境負荷の実情

　　　２０21年度の当社に於ける二酸化炭素の排出量、廃棄物排出量及び総排水量の実情は下記の通り。

項　　目 単　　位

　二酸化炭素 　総量　(ton-CO2/年)

　排出量 　生産量当り　(ton-CO2/ton)

　廃棄物排出量 　総量　(ton/年)

　使用水量 　総量　(m3/年)

　総物質投入量 　総量　(ton/年)

また、環境マテリアルバランスは下記の通り。

環境マテリアルバランスとは、事業活動による環境負荷を低減するため、資源やエネルギーなどの投入量及び

二酸化炭素や廃棄物廃棄物などの排出量を算出したものである。

　　　　環境マテリアルバランス

　　　　　ＩＮＰＵＴ 　　　　　ＯＵＴＰＵＴ

二酸化炭素 単位

排出量 (ton)

　購入電力 198万kwh 　購入電力より 825

　灯油 14.6kL 　化石燃料より 496

　Ａ重油 46.0kL

　ＬＰＧ 106.8ﾄﾝ

　都市ガス 25㎥ 　合計 1,321

　ガソリン 4.0kL

　軽油 1.9kL 単位

(ton)

総物質投入量 単位(ton) 一般廃棄物　（委託処理）

　鉄鋼 782

　銅 198 　紙及び可燃物類 3.7

　錫 19

　鉛 2.5 産業廃棄物

　その他金属 16 　　　木屑、廃ﾌﾟﾗ 0.1

　梱包資材 13.9 　　　金属屑 16.8

　事務用紙 0.4 陶器屑 3.6

　その他 1.4

　合計 1,033

　合計 24.2

水資源投入量 単位(m3)

　上水（生活） 385 総排水量 単位

　地下水(生活） 952 (㎥)

　地下水（冷却） 2,862 　公共用水域 1,337

　合計 4,199 　合計 1,337

- ７-

エネルギー

廃棄物

２０21年度実績値

電力の二酸化炭素排出係
数は2021年の九電みらいエ
ナジーによる0.417ｋg/ｋｗｈ
を使用しました。

1,321

1.82

24.1

4,200

1,029

 
 （株）折橋製作所 
 
     本社・ｷﾖｽﾐ 
   諸川工場 
 
  （2021年度） 
 
 製品 
 
 １．滑り軸受 
 
 2．補強板 
 
 製品総重量 
      727ton 
   +梱包材13.9ton 
 ＊鉛は製品の一部と    
   して出荷 
 
 売却金属くず 
      283 



8-1　環境目標の取り組み結果

単　　位 目標値 実績値 判　定
達成の要因/未達成の

原因
次年度への取り組み

（含む是正処置）

　生産量当たり
　(ton-CO2/ton) 2.00 1.84 〇

　生産量当たり　(kwh/ton) 2575 2748 ×
生産品目がSF品増加
素材焼き直しの影響

素材焼き直しの改善に取り組む

　製粉量当たり　(L/ton) 197 197 〇

16.3 14.5 ○ 暖冬の影響

7.1 5.9 ○
営業部在宅勤務の
影響あり

　総量　(ton/年) 6.6 3.8 〇 廃ﾌﾟﾗ処分がなかった。

　１）紙類 0.00 0.00 〇 リサイクル分は計上せず

紙ごみはすべてリサイクルとする。
目標から削除する。

　２）ウエス等可燃ゴ
ミ

4.0 3.7 ○
ｳｴｽの効率的使用がで
きた。

　３）木屑・廃ﾌﾟﾗ 2.6 0.1 〇 今年度ほぼなし

　４）金属くず、他 （10） （20.4） × 旧来のものの処分

　総量　(ton/年) 量の把握 283 ○ 特になし

　総量　(m3/年) 4,400 4,199 ○
想定以内だった。
節水が浸透してきた

　生産量当たり
　(原材料ton/製品ton)

1.38 1.42 ×
SF品増加の影響
不良による作り直しの影
響

不良品発生の低減に努める。

なし -

エコマーク購入品　品目数 推進する 24品目 - 積極的に取り組んだ。

  ﾄﾝ／年
鉛使用量
量の把握

2.4 -
資材担当者が確実に管
理している。

判定基準： 目標を達成していれば○、未達成であれば×で判定

８．2021年度における環境目標とその実績及び評価と是正・予防処置、次年度の取り組み

全社（本社・キヨスミ・諸川工場）

項　　目

　二酸化炭素
　排出量

　1）　購入電力量

　2）　重油使用量

　年間使用量　KL/年

　総量　(ton/年)

　総量　(ton/年)

不要物の廃棄と植樹を進める

一般

産廃

　総排水量

　総物質投入量

　3）　灯油使用量

　4）ガソリン・軽油使用量

　廃棄物排出量

再生利用資源量（売却金属くず）

　ｸﾞﾘｰﾝ購入

　化学物質使用量の把握

－８－



8-2 内部監査結果

①上期の結果

２０２１年７月、生産管理課・経営者・製造課・技術課　4部門に対して

内部監査が実施された。

不適合事項は報告されなかった。

工場内の蛍光灯のLED化を開始した。

①下期の結果

２０２２年1月、素材課・管理室・営業部・総務部　4部門に対して

内部監査が実施された。

不適合事項は報告されなかった。

管理室で工場内の美化活動の再開を検討

-９-



１０、環境関連法令などの順守状況の確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟などの有無

1）適用する環境法令

上記環境関連法令等の結果は良好であり、

違反、訴訟及び地域住民からの苦情等はありません。

3）利害関係者による評価

近隣住民及びトラックドライバーより樹木の枝が伸びている指摘を受け、伐採を実施しました。

「茨城県生活環境の保全等に関する法律」

「茨城県地下水の採取の適正化に関する条例」

2）順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

-10-

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「PCB特別措置法」

「特定工場における公害防止組織の整備に関する法律」

「大気汚染防止法」「水質汚濁防止法」「浄化槽法」

「騒音規制法」「振動規制法」「PRTR法」

「消防法」「自動車リサイクル法」「家電リサイクル法」「パソコンリサイクル法」



　１１.代表者の評価と見直し

No. 項　　　　目

1 　環境方針

2 　環境目標

3 　環境改善活動

　計画及び実績

4 　環境組織

5 代表者の指示 2022年3月24日諸川工場において、マネジメントレビュー会議が開催され、

環境方針、環境目標、環境改善活動計画及び環境組織が

適正に運用及び実施されていることが確認された。

また　経営環境方針の見直しが行われた。　

　　　　指　　示　　事　　項

－１1－

　法規制の遵守、廃棄物の低減、二酸化炭素の削減、ｸﾞﾘｰﾝ購入等の項目が
含まれており適正と評価し継続する。

購入電力量については素材、焼き直しの影響が考えられる。
焼直しのない安定したものづくり尽力する。
梱包資材については輸出品が増えている影響が考えられる。
現状に合わせた目標値に変更する。

今年度も資源の節約に努める活動は維持できた。
取組みは引き続き、効率的生産に傾注すること。

問題なしのため継続とする。

その見直しに伴って経営環境方針の据え置きが決定された。



トピック

・2022年5月より契約電力会社変更の予定。

・諸川工場内の蛍光灯をLEDに変更中。

・老朽化及び使用電力削減のため食堂エアコンの買い替え。


